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アディポサイトカイン・・・脂肪細胞から分泌される
生理活性物質
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善玉

動脈硬化抑制動脈硬化促進

正常な人

脂肪が蓄積した人(メタボ)

このバランスの乱れ

さらなる生活習慣病の悪化

(糖尿病、動脈硬化)

目的

そこで！

このバランスの乱れを正すため、アディポサイト
カインに影響を及ぼす食品を見出すことを目的

として実験を行いました。

善玉↑ もしくは 悪玉↓

サンプルの選択

明日葉

コーヒー

モロヘイヤ

セリ

豆苗(トウミョウ)

数少ない日本
原産の野菜

スーパーで安く
売っていたから

コーヒーがアディポネクチンを
上昇させるという報告がされて

いたから
実家で栽培されて

いる

大学所在地である
名取市の特産物！

各食品を50％、75％、100％EtOHで
抽出したサンプル

添加

マウス脂肪細胞

二日間培養した後、ELISA法を

用いて培養液中のレプチン、
アディポネクチン、IL-6、TNF-α、
MCP-1の測定を行った。

マウス線維芽細胞(3T3-
L1)を脂肪細胞に分化誘
導させた。

Niwa et al., Food Chem., 138, 122 (2013).

二日間
培養

ELISA法(Enzyme-linked immuno-
sorbent assay )とは

抗体抗原反応

結果(１)
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結果(２)
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明日葉、モロヘイヤ１００％EtOH抽出物の
シリカゲルクロマトグラフィーによる分画

※細胞毒性とは、細胞を破壊あるいは細胞増殖を阻害する作用のことで
lactate dehydrogenase（LDH）を指標とした。

活性成分が

明日葉 Hex:EtOAc＝１：１に含まれる？
モロヘイヤ Hex:EtOAc＝１：３に含まれる？

明日葉Hex:EtOAc=1:1画分の分取TLCによる分画
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モロヘイヤHex:EtOAc=1:3画分の分取TLCによる分画

※NO.3では細胞毒性がみられた。
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明日葉のNo,3をTLCで分析し
たところ、FeCl3と反応を示す

黄色いスポットを確認しまし
た。

明日葉ポリフェノール
の4-ヒドロキシデリシン

？

液体クロマトグラフィーによる成分特定

◇HPLCの条件
カラム：Wakosil-Ⅱ
5C18HG(4.6×250mm)
溶出液：75％MeOH
流速：1.0ml/min
温度：40℃
検出：UV330nm

購入してきた4-ヒドロ
キシデリシンと同じ20

分の位置にピークを
確認！

肥満

アディポサイトカイン
の分泌異常 生活習慣病(動脈硬化、

糖尿病)

今回の研究で明日葉に含まれるポリフェノールの4-ヒドロキシデリシンがMCP-1濃

度を低下させることが示唆された。つまりは、悪玉アディポサイトカインの分泌を抑
えることで分泌異常を正し、生活習慣病の予防につながると思われる。

４-ヒドロキシデリシンのMCP-1低下メカニズムの解明

⇒ サンプル精製（市販品 1 mg > 1万円）

⇒ 明日葉粉末（日本生物.科学研究所）より分取TLC

⇒ ４-ヒドロキシデリシンとよく似た挙動のバンド有

⇒ 分取HPLCにより精製

⇒ 1H NMRならびにHPLCによる確認

4-hydroxyderricin

xanthoangelol
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